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「感謝」の言葉 
校 長  持田 晃  

 「ありがとうございました。」この言葉は、面接練習を終えた３年生の言葉です。今、３年生の面接練習を

私と副校長で分かれて実施しています。なかなか生徒の皆さんと直接話をする機会がないため、この時間は

とても貴重な時となります。 

 「当然」、と言えばそれまでですが、大切な言葉だと思います。11月 29 日から始まった面接練習ですが、

１月中旬まで続きます。面接練習の目的は、入試・卒業に向け、社会に出るための心構えやマナーを緊張感

をもって身に付けること。自分の良さや課題について、客観的に気付き、進路選択の素地となる自己理解を

深めること。にあります。 

 面接練習の終わった生徒は、多くの場合「緊張した」という感想をこぼします。そう言う生徒へ私は「誰

でも緊張するよ。大人になっても同じだよ」と話します。しかし、そういう中でも“中学校３年間で自分自

身が成長したなと思うことは？”との問いには、皆しっかりと答えています。それが、成長期である中学生

というものです。皆、確実に成長しています。 

３年生は、新型コロナウイルス感染症の影響により、１年次は合唱祭が中止、２年次は運動会が中止、合

唱祭は学年別に実施、かろうじて校外学習は実施できたものの、部活動の各種大会は中止または規模縮小と

なり、３年生になってからも規模縮小による運動会、修学旅行が中止となりました。このような中で、中学

校での思い出を「最後の部活動の大会、運動会、２年次の校外学習、委員会活動」など

様々な思いを話してくれます。こちらこそ、「ありがとう」の気持ちでいっぱいです。あ

とは、それぞれの目指す進路に向けて、着実に歩んでいってほしいと思います。卒業ま

であと３カ月。３年生一人一人にエールを送ります。 

 １，２年生も自分自身の１年間を振り返り、自身の成長を感じ、他者への感謝の気持ち

を表しましょう。まずは、お家の人から・・・。 

＜保護者の皆様＞コロナ禍の教育活動にご理解・ご支援をいただきありがとうございました。よい新年を。 
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●学校公開へのご協力ありがとうございました。 

 12 月 11日（土）に今年度初めて（昨年度は実施できませんでした）、

学校公開を実施しました。感染防止の対策として、人数制限をさせていた

だきましたが、ご協力をいただきましてありがとうございました。３０７

名の保護者の方にご来校をいただきました。 

                 保護者の方に学習成果の展示も見て 

いただくために、教科係や委員会、部 

活動の作品を展示しました。「見ごたえ 

があり、あっという間の１時間でし 

た」とのお声もいただきました。 

 

 

 

 タブレットパソコンの活用に

ついては、QR コードからサイ

トをご覧ください。 



 

 

 

 

 

バドミントン部  

「第九ブロック調布・狛江・府中地区バドミントン新人大会」 

   女子団体  府中市立府中第三中学校     「準優勝」 

男子団体  府中市立府中第三中学校     「第三位」 

「第七・九ブロック中学校バドミントン新人大会」 

   女子団体  府中市立府中第三中学校     「準優勝」 

 ２年 小笠原らん    ２年 岩永 結菜 

 ２年 塩原 彩芭    ２年 松尾 李音 

２年 二瓶  悠    ２年 福島 李佳 

 ２年 大宮 真裕    １年 江口 樹奈 

「第２２回東京都中学校第七・九ブロックバドミントン新人大会」 

    女子ダブルス                「第三位」 

 ２年 二瓶  悠    １年 江口 樹奈 

 

 

 

「日本はモノづくりの国だ。」 

                               教諭  石井 聡裕 

 ある秋晴れの祝日、妹が結婚式を挙げた。白無垢の和装やウェディングドレスをまとう姿はきれい

で、開始早々に父親が泣いていた。長引いた緊急事態宣言の下、披露宴ができるか分からない日々が続

いていた当人や両親はとても不安だったに違いない。「夢を持ちなさい。」と新郎新婦にスピーチを贈

った父だったが、その時、タイトルに挙げた言葉を思い出していた。 

高校１年の冬、祖父母宅でゲーム中に話しかけられた時のこと。通っていた高校は 2 年次から文系

か理系を選ぶ制度があった。そもそも、小6の冬に中学受験したいと急に言い、中3は大検を受ける

等、進路に関してとにかく迷惑や心配をかけていたと思う。文理選択も、とりあえず英語があるから、

文系か？その程度だった。そんな息子の考えを見抜いていたか、自動車会社に勤める父の理系推しは熱

く、1時間を超えていた気がする。海外出張が多い人で、どんな親子の会話をしていたかあまり記憶が

ない。成人、就職、愛知から神津島へ初一人暮らしを始めた時、いろいろな節目があったが、この言葉

だけは２０年近く経っても覚えている。怒鳴られた覚えもない。ただ、強烈な時間だったのだろう。 

還暦を過ぎた今も、学会発表や仕事をし続ける父の生活は決してマネしたくない。だが、亡き祖父も

生涯を富士山観光業に尽くした人だったと思うと、同じ血は受け継いでいるようだ。少なくとも、この

言葉は忘れずに、教壇に立っていきたい。 

三中生の活躍 
（敬称略） 

受賞おめでとうございます！ 

 

 

 

道 徳 の 窓

NO40 

リーダー研修会 
11月 27日（土）に市内中学校１１校の生徒会本部役員が府中五中に集まり、研修を行いました。酒井教育長からの講話

をお聞きし、各中学校が分かれてグループになり、テーマ「リーダーとは」について協議をし、発表を行いました。本校からは生

徒会本部の山本くん、鈴木さん、大竹くん、三村さん、亘さん、塩谷さん、中村さんが参加し、議論を交わしました。 


